
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
                                                                                                                        

■東大和市の民間企業等との連携締結 
…７月 30 日、東大和市は新たに民間企業 2 社と「地域
活性化包括連携協定」を締結しました。 
今回の締結先は市内にも店舗を持つ株式会社エコス
と、同じく市内に工場を持つ森永乳業株式会社です。 
…東大和市は平成２８年２月１２日に株式会社イトー
ヨーカ堂および株式会社セブン－イレブン・ジャパン
と「地域活性化包括連携協定」を締結したことを皮切
りに、以下の民間企業等と様々な協定を締結していま
す。 
 
【東大和市が民間企業等と結んでいる協定】 
 
【１】株式会社イトーヨーカ堂および 

株式会社セブン－イレブン・ジャパン  
◆地域活性化包括連携協定  
◆締結日：平成 28 年 2 月 12 日  
◆連携事項 
・産業振興及び観光振興に関すること  
・食育及び健康づくりの推進に関すること  
・環境対策に関すること  
・地域や暮らしの安全及び安心に関すること  
・子育て支援に関すること  
・青少年の育成に関すること  
・高齢者支援に関すること  
・障害者支援に関すること  
・災害対策に関すること  
・その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に 

関すること 
 
【２】武蔵村山郵便局及び市内の各郵便局  
◆地域における協力に関する協定  
◆締結日：平成 30 年 1 月 25 日  
◆連携事項 
住民が安心して暮らせる地域社会づくりの一助とするため、
郵便局員が業務に支障のない範囲で、市に以下の情報を
提供する。  
・障害者、子ども等の何らかの異変に気付いた場合  
・道路の異状を発見した場合  
・不法投棄が疑われる廃棄物等を発見した場合  
・消防水利（＝消防用の水の供給設備の総称で消火栓、防
火水槽のこと）、マンホール等の鉄蓋及び消防水利標識
等の破損を発見した場合  

・その他市民が安心して暮らせる地域社会づくりに必要とな
る事項が発生した場合 

新たに株式会社エコスと森永乳業株式会社と協定締結 

進む民間企業等との連携協定締結… 
具体的な連携方法と効果は？ 
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【３】関東学院大学法学部  
◆政策研究及び人材育成の推進に関する協定  
◆締結日：平成 30 年 4 月 12 日  
◆連携事項 
・東大和市の地方創生に係る施策等へ、関東学院大学の
教員及び学生が参画すること。  

・関東学院大学法学部の地域創生に係る研究に東大和
市の職員が参画すること。   

【４】あいおいニッセイ同和損害保険株式会社  
◆地方創生に関する連携協定  
◆締結日：平成 30 年 5 月 23 日  
◆連携事項  
・安全・安心対策に関すること  
・防災・災害対策に関すること  
・産業振興に関すること  
・観光振興に関すること  
・スポーツ振興に関すること  
・その他、地方創生に資する取組に関すること 
 
【５】リコージャパン株式会社  
◆地方創生に係る包括的地域連携に関する協定  
◆締結日：平成 30 年 8 月 28 日  
◆連携事項  
・教育支援に関すること  
・産業及び観光の振興に関すること  
・情報通信に関すること  
・スポーツ振興に関すること  
・その他、双方が必要と認める事項   
【６】コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社  
◆地域活性化包括連携協定及び 

関連協定（「災害時における飲料水の提供等に関する
協定」及び「ペットボトルの処理に係る協定」）  

◆締結日：令和 2 年 10 月 1 日  
◆連携事項  
・産業振興に関すること  
・地域の暮らしの安全・安心・災害対策に関すること  
・スポーツ・健康増進に関すること  
・環境対策に関すること  
・青少年の育成に関すること  
・高齢者支援に関すること  
・その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関
すること                  

（裏面に続く） 



                                                                                                                                                                                                                    
                               

【７】ユニ・チャーム株式会社  
◆地域活性化包括連携協定  
◆締結日：令和 2 年 10 月 30 日  
◆連携事項  
・災害対策及び防災に関すること  
・子ども・青少年の育成支援及び子育て支援に関すること  
・スポーツ・健康増進に関すること  
・環境対策に関すること  
・高齢者・障害者の支援に関すること  
・働き方・女性の活躍推進に関すること  
・その他地域の活性化及び市民サービスの向上に関すること 
 
【８】大塚製薬株式会社  
◆地域活性化包括連携協定  
◆締結日：令和 3 年 3 月 22 日  
◆連携事項  
・市民の健康づくりや食育推進に関する事項  
・スポーツ振興に関する事項  
・地域の暮らしの安全・安心・災害対策に関する事項  
・市内事業者の健康応援に関する事項  
・市職員の健康増進に関する事項  
・その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関す
る事項   

【９】株式会社エコス  
◆地域活性化包括連携協定  
◆締結日：令和 3 年 7 月 30 日  
◆連携事項  
・産業振興及び観光振興に関すること  
・食育及び健康づくりの推進に関すること  
・環境対策に関すること  
・地域や暮らしの安全及び安心に関すること  
・子育て支援及び青少年の育成に関すること  
・高齢者支援に関すること  
・災害対策に関すること  
・その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関す
ること   

【１０】森永乳業株式会社  
◆地域活性化包括連携協定  
◆締結日：令和 3 年 7 月 30 日  
◆連携事項  
・食育及び健康づくりの推進に関すること  
・子育て支援に関すること  
・高齢者支援に関すること  
・災害対策に関すること  
・環境対策に関すること  
・産業振興及び観光振興に関すること  

・その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関
すること  
■協定の締結先が増えるのは良いことだが… 
…これら様々な協定の締結については、もともと連携
した取組みがある中で発展したものと、まずは協定を
締結するところから始めるものと大きく２つに分かれ
ます。具体的な取組みから発展した協定については、
今後、連携事項に沿って取組みを広げていくのだろう
と想像できますが、武蔵村山郵便局及び市内の各郵便
局と締結している「地域における協力に関する協定」
と、関東学院大学法学部と締結している「政策研究及
び人材育成の推進に関する協定」以外の協定の連携事
項の多くは、重複しているため、各企業との連携方法
がいまひとつイメージできないというのが正直なとこ
ろです。 
…それぞれの民間企業には得意分野があると思います
が、例えば、市がある取組みを連携して行いたいと考
えた場合、協定締結の企業をどのように選択するのか。
また、企業側も東大和市以外の自治体ともこのような
協定を締結しています。企業が行政と連携して行う取
組みについては、協定している全ての自治体と実施す
るということもあると思いますが、東大和市とのみ連
携して取り組むものも可能なのか、またその場合の基
準があるのか等も気になるところです。 
…東大和市が多くの民間企業等と連携する協定を締結
することは、良いことだと思います。しかし、連携協
定は締結することがゴールではありません。市は協定
締結時には広報しますが、連携したことで実現できた
ことは何なのか、市民が得られるメリットは何なのか、
市の発展にどのように寄与しているのかなどについて
も、市は広報をしていくべきだと思います。 
 
■実際に機能する協定に 
…民間企業との連携協定の連携事項にも災害対策が盛
り込まれていますが、東大和市は、このような協定以
外に「災害時協定」というものもあり、締結している
自治体、団体、学校、企業などは 86 もあります。災害
時協定では、避難場所の提供や具体的な物的、人的支
援の内容が示されており、例えば株式会社イトーヨー
カ堂は「応急用食料及び日用品等の供給」、ユニ・チャ
ーム株式会社は「紙おむつ等の供給」となっています。 
…以前、議会の一般質問でこの災害時協定について取
り上げ「協定締結先の担当者が変わった時の確認や情
報のアップデート」、「実際の災害時の連絡、連携方法」
ならびに「訓練やシミュレーションの実施の有無」な
どについて確認しましたが、協定締結後、市はこのよ
うな取組みはしていないことが判明しました。 
…民間企業との連携協定も災害時の様々な協定も、締
結すると、何となく安心が増すような気持になります
が、協定は“御守り”ではありません。市は民間企業
や外部団体と協定を締結する際は、実際に機能するよ
うな仕組みも同時に構築する必要があると思います。 
 

■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 
wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 042－516－8546  
〒207-0005 東大和市高木 3－274－2－102   
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